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（株）BC&CNetwork

· プロジェクト・マネジメント研修について

私どもでは、昨年夏、プロジェクト・マネジメント分野で教育および現場でのプロジェクト・マネジメントに実績をお持ちの、合資会社プロジェクトプロ代表取締役峯本展夫氏をお招きし、プロジェクト・マネジメントのセミナーを開催しました。

企業がコア分野に人材を集中させていく動き、また企業内で部門を超えたチーム編成による仕事の増加の動きがある中で、プロジェクト形式の仕事はこれまで以上に増えていくものと考えます。こういった動きを捉え、私どもではプロジェクト・マネジメント資格（米国PMI公認Project　Management　Professional）取得のための研修事業を始めることにいたしました。

　私どもの研修は、単に資格取得にとどまらず、取得後の業界別プロジェクト・マネジメント手法の開発への展開を考えております。また今後私どものビジネスとして力を入れていく予定の、海外でのベンチャー起業希望者の必須習得資格ともなるものです。

　是非、受講をご検討ください。

1． なぜプロジェクト・マネジメントなのか

企業内では、よりスピードある業務の進捗を目指して、部門横断的なチームを組んでプロジェクト形式の仕事をすることが、今後益々増えていくと思われます。また、リストラが進む中、企業はコア分野に集中し、それ以外の分野については必要に応じて外部資源活用を取り込み、プロジェクトを組んで仕事を進める動きが加速することが予想されます。

さらに、現在では海外との

こういった状況の中では、プロジェクトの進め方について、共通の仕事のやり方を身につけておかなければ、スムースな仕事の進捗は望めません。プロジェクト参加者が、共通認識の中で仕事を進めることが極めて大事になってきます。

本研修では、プロジェクト先進国であるアメリカの標準資格であるPMP（米国PMI公認Project　Management　Professional）を取り上げ、資格取得を目指します。

2． 研修の対象者

1 PMP資格取得を考えておられる方

2 仕事上の必要性からプロジェクト・マネジメントの概要を学びたいと考えておられる方

3 MOT（技術経営）に興味のある学生

4 弊社の海外ベンチャー起業システム（予定）に応募を希望される方

3． 本研修の特徴

1 PMI公式テキスト（英語版・日本語版）および参考書（英語版・日本語版）に加えて、理解を促進するためオリジナルテキスト（日本語版）、オリジナル問題（日本語版）、オリジナルワークブック（日本語版）を用い、知識の定着を図ります。なお、PMP取得試験は英語での実施（日本語翻訳付）となることにご注意ください。

2 受講終了後、資格取得試験合格まで、質問の受け付け等のアフターフォローを無料で行います。

4． 取得後の展開

私どもでは、プロジェクト形式の仕事が増加してくることを予想し、本研修受講後、資格取得をされた方々を対象に、次のような展開を考えております。

1 プロジェクトの進め方には業界別に特徴があるものと考えます。資格取得者を対象として、業界別のプロジェクト・マネジメント研究会を組織し、社会に向けた提言行為を行い、業界別プロジェクト・マネジメント教育を提供していきます。

2 本研修受講後、資格取得された方は、基本研修および業界別研修の講師として私どもに登録いただき、仕事の斡旋を行っていきます。

5． 講師

プロジェクト・マネジメント分野で著作・訳書を持ち、その実践でも活躍中の峯本展夫氏が代表取締役をつとめる合資会社プロジェクトプロのフェロー・パートナーであり、プロジェクト経験を豊富に持つ私どもの取締役、諸藤一郎が担当します。

【講師略歴】

　早稲田大学法学部卒

　コンサルティング会社で多数のプロジェクトに従事。

　中堅化学メーカーにて新製品開発プロジェクト・米国子会社立ち上げプロジェクトに従事。

　現在BC&C取締役

株式会社諸藤アンドアソシエイツ代表取締役（経営コンサルティング）

6． 日程

土曜日コース（５時間　×　７日間）　　　　－　１月下旬開講予定

平日夜コース（２．５時間　×　１４日間）　－　２月上旬開講予定

企業内研修　　－　ご相談に応じます

最低３５時間の研修を受けていただくことが、PMP受験資格となります。土曜日コースは自習時間を考えて１週間おき。平日夜コースは毎週の開催となります。

なお、両コースとも、１０名以上で開催いたします。

7． 開催場所

現在調整中。山手線沿線を予定しております。

8． 費用

１５万円（テキスト代、受験費用が別途必要となります）

企業内研修の場合には別途相談に応じます。

9． カリキュラム（予定）

　第一単元：①　プロジェクト・マネジメントとは

　　　　　　②　PMBOKの組み立て（知識体系としてのプロジェクト・マネジメント）

③　仕事の流れからみたプロジェクト・マネジメント

④　５W１H

⑤　問題演習

　⑥　自宅復習（ワークブック）

　第二単元：①　プロジェクトを開始する

2 プロジェクトの大枠を決める

3 スコープって何？＝スコープを理解する

4 スコープを仕事のレベルに下ろす＝WBS

5 問題演習

6 自宅復習（ワークブック）

　第三単元：①　計画１：人と組織を計画する

2 計画２：スケジュールを計画する

3 計画３：コストを計画する

4 計画４：品質を計画する

5 計画５：リスクを計画する

6 問題演習

7 自宅復習（ワークブック）

　第四単元：①　計画６：調達を計画する

2 計画７：計画をとりまとめる

3 計画の実施１：計画の実施

4 計画の実施２：チームを動かす

5 計画の実施３：コミュニケーションをとる

6 計画の実施４：報告・連絡をする

7 問題演習

8 自宅復習（ワークブック）

　第五単元：①　進行状況の計測

2 変更１：どんな時にどんな方法で

3 変更２：スコープを変更する

4 変更３：スケジュールを変更する

5 変更４：コストを変更する

6 変更５：品質を保持する

7 変更６：リスクに対応する

8 問題演習

9 自宅復習（ワークブック）

　第六単元　①　プロジェクトを終了する

　　　　　　②　PMPとしての責任を理解する

③　国際間のプロジェクト運営

4 問題演習

5 自宅復習（ワークブック）

　第七単元　①　知識体系としてもう一度見直してみよう

· 統合マネジメント

· スコープマネジメント

· タイムマネジメント

· コストマネジメント

· 品質マネジメント

· 組織マネジメント

· コミュニケーションマネジメント

· リスクマネジメント

· 調達マネジメント

②　最終問題演習

　　　③　自宅復習（試験用チェックリスト）

１０．お問い合わせ

morofuji@bccnetwork.comまでお願いいたします。

以上

